別紙２
特殊自動車における低炭素化促進事業に要する経費内訳
１．所要経費
	通し
番号
	(1)補助対象経費支出予定額　　
(円)
	(2)寄付金その他の収入
(円)
	(3)差引額
（(1)-(2)）
 (円)
	(4)基準額※
×台数(a)
(円)
	(5)国庫補助基本額
（(3)と(4)を比較して少ない方の額）　　(円)
	(6)補助金所要額
（(5)×1/2）
(円)
	(7)ＣＯ２削減効果

(t)

	①
	
	
	
	
	
	
	

	②
	
	
	
	
	
	
	

	③
	
	
	
	
	
	
	

	④
	
	
	
	
	
	
	

	⑤
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	（補助金所要額総計）
	
	


※基準額は実施要領にて別途定める額とする。
2．補助対象経費支出予定額内訳
	通し番号
	補助対象機種
	台数
(a)
	補助対象
経費内訳
（通常車との差額）(b) 
(円)
	補助対象経費支出予定額
(a)×(b)
 (円)
	備考
（主に自動車の用途を記入）

	
	種目
	種別
	メーカー名
	車名
	型式
	呼称
	
	
	
	

	①
	ハイブリッドオフロード車等
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	②
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	③
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	④
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	⑤
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


１．通し番号に従い、呼称別に各項目を記載すること。
２．本様式で積算が明らかにすることができない場合には、別に明細表、単価表等を付すこと。
３．ＣＯ２削減効果については、「地球温暖化対策事業効果算定ガイドブック＜初版＞（平成24年7月環境省地球環境局）」（以下「ガイドブック」という。）において使用するエクセルファイル（「ハード対策事業計算ファイル」）により算定した年間のＣＯ2削減量を記載すること。また、その根拠資料として、同ファイルを添付すること。
ガイドブックによるＣＯ2削減量の算定に当たっては、以下に留意すること。　

①エクセルファイル（「ハード対策事業計算ファイル」）における「事業による直接導入量」に基づくＣＯ2削減量を算定すること（「事業による波及導入量」に基づくＣＯ2削減量の算定は不要。）。

②エクセルファイル（「ハード対策事業計算ファイル」）における「エネルギー消費量・供給量の設定」は、具体的なデータを記載することとし、その根拠、引用元を「記入欄」に記載するとともに、その具体的資料を添付すること。
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